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論

能

朗
幹
住
米
噌
植
計
特
と
世
論

第
二
・
1

こ
を

(
弟
一
蹴
一
四
一
一
)

四

朝
鮮
産
米
増
殖
計
萱
三
世
論

け

μ

本

美

越

乃

(ー)

朝
鮮
統
治

ω第
一
義
を
産
業

ω奨
励
に
置
か
ん
ご
す
る
所
制
産
業
第
一
主
義
な
る
も

ωは
、
放
下
岡
政
務
総
監

に
歪
b
て
前
副
せ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
航
民
地
の
統
治
者
が
統
治
の
判
明
本
義
金
此
蕗
に
泣
か

5
る
ぺ

か
ら

g
る
こ
ピ
を
悟
・
り
来
れ
る
は
、
時
期
締
や
逃
き
の
憾
み
な
き
に
ゐ
ら

F
る
も
、
備
は
之
を
悟
ら

F
る
に
優
る

こ
E
遥
か
な
・
9
E
一
吉
は
ね
ば
な
ら
ぬ

v

今
後
の
航
民
地
の
統
治
は
図
防
又
は
軍
事
の
必
要
よ
h
或
地
貼
を
植
民
地

Z
な
す
が
如
き
特
別
り
事
情
ゐ
る
場
合
を
除
〈
外
は
、
産
業
の
関
畿
を
以
て
第
一
義
正
な
さ
い
る
吋
か
ら

F
る
事

は
吾
人
の
属
布
一
明
へ
来
れ
る
所
な
る
も
、
我
が
闘
の
政
治
は
憶
に
外
交
・
箪
劫
に
精
力
を
段
取
せ
ら
れ
、
産
業
政
策

の
確
立
の
如
き
は
国
内
に
於
て
す
ら
漸
〈
最
近
朝
野
の
注
意
を
惹
(
に
歪
れ
る
航
態
な
る
を
以

τ、
植
民
地
の
産

業
開
晶
画
的
如
き
も
口
に
は
之
を
唱
ふ
る
も
、
高
雛
を
排
し
て
英

ω質
行
を
期
せ
ん
ピ
す
る
が
如
き
勇
気
正
堤
防
に

乏
し
か
り
し
よ
ご
は
敢
て
怪
む
に
足
ら
肉
、
而

L
て
此
の
惰
勢
は
現
今
正
雄
も
倫
ほ
一
部
に
潜
在
し
、
泊
ま
植
民



地
の
産
業
開
畿
に
闘
し
て
或
計
査
の
島
田
表
せ
ら
る
、
時
は
、
浅
薄
な
る
論
出
国
に
依
b
て
或
は
之
を
冷
笑
し
或
は
之

を
破
壊
し
去
ら
ん
ど
す
る
者
は
ゐ
る
も
、
其

ω足
ら
F
る
所
4

官
補
ひ
折
角
の
計
査
を
し
て
畜
餅
に
師
せ
し
め

F
る

ょ
う
飽
ふ
限
b
之
を
助
成
し
完
成
ゼ
し
め
ん
ご
す
る
精
神

ω
一
般
に
乏
し
き
は
逃
誠
正
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
}
泡
附

畿
表
せ
ら
れ
た
る
朝
鮮
産
業
関
畿

ω第
一
歩

t
L
て
の
鮮
米
増
殖
計
量
に
謝
す
る
世
論
の
一
部
の
如
き
も
亦
此

ω

好
例
で
ゐ
っ
て
、
若
し
共

ω計
査
に
不
備
の
鮎
あ
h
正
せ
ば
之
を
指
摘
し
て
修
正
を
促
す
こ
さ
は
、
該
計
輩
者
の

み
な
ら
ず
一
般
に
制
民
地
の
農
業
問
題
を
興
味
を
以

τ注
意
L
っ
、
ゐ
る
者
に
も
多
大
の
参
考
ご
な
る
べ
き
も
、

然
ら
宇
し
て
唯
単
に
抽
象
的

ω浅
薄
な
る
議
論
に
磁
h
て
計
査
北
(
の
も
の
を
根
本
的
に
冷
笑
L
去
ら
ん
己
す
る
が

如
き
態
度
は
、
楠
民
地

ω産
業
開
後
に
慌
に
切
立
せ
る
者
に
少
か
ら
宇
不
快
の
戚
を
抱
か
し
む
る
、
五
回
人
の
本
論

ef
草
ゆ
る
に
歪
れ
る
動
機
も
斯
か
る
無
責
任
な
る
世
論
に
謝
L
て
一
針
を
加
へ
ん
が
錦
め
に
他
な
ら
ゆ
。

c=) 

我
が
植
民
地
妹
に
朝
鮮
仁
於
て
最
も
重
要
な
る
産
業

ω
一
た
る
米
作
を
奨
励
L
て
其
の
増
殖
を
計
ら
ん
ご
す
る

計
査
は
、
必
千
し
も
今
日
に
始
ま
引
る
こ
ぜ
で
は
な
い
、
一
元
来
朝
鮮
の
気
候
は
日
本
内
地
己
異
な
b
大
陸
的
で
あ

っ
て
、
夏
気
の
築
山
田
比
較
的
高
く
日
党
直
射
の
時
間
長
き
に
加
へ
、
暴
風
雨
の
被
害
等
も
稀
な
る
を
以
て
、
E

孤
候

ω貼
よ
・
り
し
て
は
理
想
的
の
米
作
地
た
る
の
み
な
ら
子
、
業
の
土
質
に
於
て
も
亦
稲
の
生
育
に
頗
る
越
せ
る
に
拘

盤

朝
鮮
揖
最
帯
植
計
輯
と
世
論

論

第
二
十
二
巻

(
第
一
蹴
一
回
三
)

四



論

議

朝
鮮
産
米
槍
描
計
査
と
世
論

第
二
十
二
番

(
第
一
勝
一
四
回
)

四
四

ら
守
、
醤
韓
国
時
代
の
農
業
提
胤
に
闘
す
る
施
設
宜
し
き
を
得
y
b
し
よ
9
、
地
力
の
荒
版
、
生
産
の
減
退
、
延

て
農
民
は
一
奴
弊
ゆ
橘
に
陥
っ
て
居
っ
た
、
放
に
現
今
米

ω産
額
の
廿
却
の
商
議
仁
比
し
て
少
さ
は
、
制
鮮
の
気
候
風

土
等
の
自
然
的
保
件
に
於
て
快
(
る
所
あ
る
が
縛
め
に
非
宇
し
て
、
会
〈
人
銭
的

ω
僚
件
印
も
農
業
奨
胤
に
闘
す

る
施
設
共
の
宜
し
き
を
得
ぎ

b
L
結
果
に
他
な
ら
ぬ
、
而
L
て
其
の
米
質
の
如
、
品
川
匂
も
日
本
内
地
の
産
米
仁
比
峡
L

て
遜
色
無
〈
、

一
般
に
外
米
は
我
が
鴎
人
の
噌
好
仁
越
せ

5
る
も
、
鮮
米
は
廿
ム
り
品
質
内
地
米
ご
殆
ど
揮
h
u
所
な

吉
を
以
て
.
牧
穫
仙
悼
の
乾
燥
咽
刑
制
調
崎
市
に
今
少
し
〈
注
意
せ
ば
、
優
に
内
地
米
ご
謝
立
し
得
ぺ
き
品
質
を
備
へ
て
居

る
、
僅
に
一
葦
帯
水
の
地
に
於
て
此
の
如
き
自
然
の
恩
恵
を
有
せ
る
優
良
な
る
米
作
地
ゐ
る
も
、
従
来
の
農
業
上

の
施
設
は
極
め
て
不
完
全
に
し
て
、
共
の
耕
作
の
状
践
に
就
き
て
槻
る
も
、

一
般
に
削
る
幼
稚
の
域
を
脆

L
な

h-、
例
へ
ば
肥
料
の
如
き
も
疏
楽
又
は
特
鉢

ω作
物
の
外
は
殆
Y
』
之
を
用
ひ
な
い
正
云
ふ
獄
態
で
あ
っ
た
が
、
併

合
後
人
肥
・
堆
肥
等
の
使
用
を
挺
刷
し
・
真
に
近
時
に
歪
h
τ

漸
〈
金
肥
を
用
ひ
し
む
る
こ
ご
、
な
h
し
も
、
之

を
内
地
の
山
肌
般
に
比
較
せ
ば
箪
に
此
の
一
結
の
み
仁
就
き
て
も
、
雲
泥
の
相
退
の
ゐ
る
ニ
ピ
を
後
見
し
得
る
の
壬

ゐ
る
、
却
も
現
今
川
明
鮮
に
於
げ
る
金
肥
の
使
用
は
一
筒
年
千
均
四
百
高
岡
内
外
で
あ
る
が
、
之
を
優
良
米
の
作
付

段
別
約
一
百
錦
町
歩
に
捌
鴬
つ
る
時
は
段
賞
僅
に
岡
十
銭
内
外
に
過
ぎ
宇
し

τ、
内
地
の
段
賞
五
幽
乃
至
六
回
に

比
唆
せ
ば
十
分
り
一
に
も
及
ば

F
る
賞
況
仁
在
る
、
従
て
米

ω産
・
編
め
如
き
も
鶏
林
十
三
道
中
慶
尚
嗣
北
道
の
一

段
歩
の
平
均
牧
穫
量
一
石
ニ
キ
倫
、
金
繰
南
北
道
の
約
一
石
一
斗
を
最
高
正
し
、
他
は
其
の
牧
穫
一
石
に
注
し
な



い
ピ
一
五
ふ
放
践
で
あ
る
、
こ
は
例
を
肥
料
の
一
事
に

E
b
て
朝
鮮
の
農
業
株
態
の
如
何
に
幼
稚
な
る
か
を
一
本

L
た

の
で
ゐ
る
が
、
肥
料
以
外
に
稲
子
の
選
捧
其
の
他
一
般
耕
作
方
法
等
も
内
地
の
耕
作
法
に
及
ば
ぎ
る
こ
芭
遥
か
な

る
は
会
〈
漁
想
以
外
で
あ
る
。

此
の
如
〈
極
め
て
幼
稚
な
る
朝
鮮
の
農
業
に
改
良
を
加
へ
、
之
よ
b
一
典
に
多
(
の
牧
穫
を
得
ん
ざ
す
る
計
童

吉
、
阪
に
集
約
的
耕
作
の
限
界
に
議
せ
ん
ご

L
ぅ
、
ゐ
る
内
地
の
農
業
に
一
一
腐
の
改
良
を
加
ふ
る
こ
正
に
依
り
て

共
の
増
牧
を
計
ら
ん
正
す
る
計
査
の
、
就
れ
が
経
済
上
有
利
な
る
ぺ
き
か
は
一
専
門
・
援
の
意
見
を
徴
す
る
迄
も
な
〈

明
か
な
る
事
T
ゐ
る
、
朝
鮮
総
管
府
の
調
査
に
磁
れ
ば
仙
阿
古
都
肥
料
り
増
施
ご
共
に
郁
子
・
耕
萩
・
除
草
等
の
一
般
耕

作
方
法
の
改
善
に
注
意
せ
ば
・
権
統
の
悦
を
有
す
る
地
方
に
於

τは
段
営
五
斗
内
外
の
増
牧
を
血
中
h
l
G

二
ピ
は
決

し
て
困
難
で
な
い

Z
の
こ
ピ
で
あ
る
が
、
現
に
内
地
よ
b
の
移
住
者
に

Lτ
特
に
多
〈
の
勢
力
資
本
を
投
性
宇

L

て
、
然
か
も
倫
ほ
従
来
僅
に
一
石
内
外
を
産
す
る
に
過
ぎ
ぎ
b
し
農
地
よ
り
二
石
以
上
の
牧
穫
を
待
つ
、
あ
る
者

砂
な
か
ら

F
る
ニ
ご
を
思
ム
時
は
、
此
の
靖
般
の
見
込
は
事
ゐ
内
輪
に
計
算
せ
ら
れ
居
る
が
如
き
戚
が
あ
る
。

而
し
て
現
在
朝
鮮
の
脊
邸
も
内
地
の
聞
に
相
賞
す
る
土
地
の
商
積
は
約
一
百
五
十
五
高
町
歩
に
迭
す
る
も
、
主
(

の
内
漉
概
の
設
備
を
有
す
る
も
の
は
僅
に
四
分
の
一
に
過
ぎ
宇
し
て
、
獲
り
四
分
の
三
は
み
-
〈
降
雨
に
依
制
制
す
る

他
途
な
き
所
調
天
水
町
古
都
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
、
此
の
如
〈
水
聞
の
大
部
分
が
其
の
生
命
己
も
都
す
ぺ
き
灘

概
の
設
備
を
有
せ
百
る
所
以
は
、
総
宮
市
の
調
査
に
操
れ
ば
英
の
原
因

ω新
か
る
事
業
に
掛
L
て
従
来
保
護
奨
励

第
二
十
一
巻
(
耕
一
掛
一
四
五
)

論

叢

朝
鮮
産
米
増
殖
計
査
と
世
論

四
五



副市

骨量

制
制
品
北
哨
雌
計
出
m
k
世
論

か一一十一一谷

(
い
咋
-
弘

ゐ
唱
字
、

n
a
」
aF

U斗
r、

方
法
的
存

Z
h
L・

7
に
裂
す
る
技
術
及
資
本
み
る
二
二
凶
蝋
な

h
!
部
、
佐
世
間
に
企
業
v

安

企
業
能
力

ω快
如
せ
る
叫
に
紅
り
ざ
一
五
ふ
』
ど
で
あ

A

ぺ
県
Lτ
然
り
ミ
ゼ
ば
一
方
に
於
て
斯
か
る
副
業
仁
謝
す

他
方
じ
於
一
{
一
之
に
必
嬰
な
る
一
技
術
l
A
J氏
本
を
供
す
る

ω
途
を
聞
か
ば
、
現

九
札

ω天
水
川
を
化
[
て
完
全
な

ι沓
己
な
す
こ
己
は
決
L
て
難
中
で
な
い
ご
思
は
品
、
、

る
保
枝
挑
仙
川
卜
刀
法
を
請
す
る
こ
共
に

一山

L
1
点
的
方
法
に
依

り
雄
悦

ω設
山
川
右
比
岐
的
指
け
却
に
W
H
行

L
得
べ
告
耕
地
以
、

同
じ
〈
総
什
山
川
山
一
訓
査
仁
憐
れ
い
に
約
阿
十
崎
町
歩
ゐ

台
、
仰
一
は
此
山
他
に
刷
鮮
に
は
川
即

L
的
地

ω
州
仁
和
悦
す
る
上
山
山
地

H
山
一
段
枚
、

ュ

r
v
l
)
-
E
、

二
詰
川
パ
ν
す
れ

昨
生
地

の
開
削
館
等
仁
依
h
一1
新
に
諸
・
し
な

I
M吋
る
所
も
少
く
な

γ
、
朝
鮮
金
上
に
沙
り
一
工
期
炉
る
土
地
は
約
一
百
問
ト
前
向

町
歩
も
ゐ
る
が
、

共

ω内
附
十
前
向
町
品
は
泣
も
名
目
却
に
裕
ご
な
す
マ
」
ご
が
山
市
ゆ
る
宅
一
員
は
れ
て
成
る
o

今
( --) J_ι 

込の
あ IJiJ 1えj

h きli J革
、 、を・

司可f

-lt 
i土占

現
花
山
山
此
船
山
側
斜
地
耐
悩
八
百
二
十
凡
品
川
歩

ω内
比
一
山

一
川
川
は
師
同
仁
之
を
州
地
正
成
[
得
べ

L

吉
見

ズ
刈
法
就
fN・川刷、

川T
川
町
郊
に
於
け
る
市
生
地
じ

I
℃
開
法

1
1吋
べ
き
も
凶
、
一
副
悩
七
市
阿
千
町
歩

あ
る

ey
以

τ、
将
来
約
八
十
九
部
町
歩
を
開
一
巡
I
一
得
ぺ
き
も
、
今
比
較
的
固
た
全
な
る
上
記
HV
生
地
の
内
一
民
に

AI
リ

:
a
'〉

i
L
7
E
r
》
二

5
f
A
F
)
リ
!
?
よ
戸
T
I
j
J
G

f
干

L
，c
t
L
H
眠、
λ
を
完

E
E
-
-
一E
m
d
dパ
ν
M
H
y
u
T
l
f
-

日

J

T
拓
、
従
米
干
潟
地
内
利
川
は
技
術
上
及
賞
金
の
附
係
上
品
も
附
維
な
ム
り
し
台
以
て
今
併
は
到
る
践
に
羽

川
[
符
べ
き
も
の
多
〈
、
北
(
の
而
蹴
は
一
部
開
査
を
行
ひ
」
部
制

f

川
上
り
測
定
仁
依
る
も
一
一
十
一
高
町
歩
ご



推
定
せ
ら
る
・
而

ιて
安
全
仁
見
附
る
も
十
七
崎
町
歩
は
之
を
関
川

L
得
る
o

)
 

戸
一
地

H
U製
枚
、
州
的
而
仙
一
一

h
八
十
市
内
町
歩
、

ω
一
川
酬
は
低
に
削
に
援
決
[
件
る
見
込
な
る
も
、

北

Z
r
H分
的
七
郎
も
二
十
南
町
歩
は
閉
山
[
訓
刊
る
c

明
夫
水
川
椛
阪
・
利
引
立
山
町
凶
の
而
制
約
一
訂
五
十
五
百
向
町
歩

ω内
仇
に
椛
蹴
的
設
備
あ
る
も
の
は
四
十
前
町

歩
足
ら
れ
サ
仁

L
て
、
市
叫
L

り
は
川
町
に
瀧
瓶
詰
仙
全
施
[
得
る
見
込
な
る
も
、

仏

a

m

t

&』

J

O

出

l
車
ド
ノ
・

安
全
を
則

L

安
全
を
則
[
約
四
十
両
町
歩
は
機

L
U
ノ

リ

川

市

浪

「

こ

か

、

c
i

d
p
u
k
〈
17
“山
l
，方

v
t
一
般
刻
作
方
法
的
改
良
円
以
外
に
、

川明
4

利
的
天
水
川
山
桃
悦
・
地

H
山
山
越
投
・
干
・
川
山
地
の

T
拓
・
半
生
川
山
的
山
梨
山
刊
の
各
-h
而
よ
h
、
内
地
に
於

υる
よ

b
は
品
目
山
に
治
H
却
に
水
間

ω而
山
闘
を
肱
川
町
抗
す
る
こ
ご

を
俗
、
従
1
又
産
水
一
の
附
加
合
計
る
こ
ご
を
得
る

ω
で
め
る
、
品
川
{
如
何
仁
附
加

L
符
べ
き
而
杭
め
ち
ど
も
、
之

を
以
川
ピ
な
す
に
饗
す
る
小
業
伐
に
[
て
山
口
地
山
刻
川
而
砧
俄
脱
出
口
に
比
I
て
一
的
似
な
る
場
介
に
は

仏
よ
り
朝

創
的
水
川
耐
仙
山
…
術
保
を
術
利
な
の
乙
な
[
拠
H

な
い
、
が
、

H
H
品
亦
A
T
H
お
の
訓
脊
に
掠
れ
ば
内
地
的
同
柑
州
知
の
事
業

j
 

北

(ω
間
山
山
は
一
一
引
業
却
の
大
v
品
分
を
山
む
る
労
働
賃
金
の
低
成
な
る
胡
(
卸
も

(
 

内
地
に
於
て
は
二
回
乃
至
一
一
則
五
十
銭
を
支
挑

μ
さ
る
べ
か
ら

F
る
労
力
も
判
仰
に
於
て
は
一
一
川
五
十
銭
内
外
を

)
 

以
L
M
航
入
る
、
こ
と
が
山
被
る
)
、
に
地
的
似
取
な
る
が
柏
崎
め
に
必
要
な
る
士
地
的
貿
欣
設
も
亦
少
一
制
を
以

τ足

)
 

る
半
、

ι殊
に

Th伽
地
以
内
地
に
於
り
る
よ
ち
も
小
山
山
一
郎
内
築
堤
去
を
減
少

L
符
べ
き
各
利

ω自
然
的
知
僚
件
(
例

論

議

山
以
仁
比

L
一L
若
〈
似
市
川
℃
あ
る
w

山
刊
鮮

HWA
叫

m
計
監
と
目
前

f:J¥ 

組t
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一
削
ヒ
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論

叢

朝
鮮
産
米
帯
磁
計
壷
-c
世
論

第
二
十
二
容

(
第
一
棋
一
回
入
)

四
八

へ
ば
鵠
入
大
な
る
よ
b
短
き
堤
防
を
以

τ足
り
、
地
線
高
き
よ
h
J
低
き
築
堤
に

τ足
・
り
、
潮
汐
の
干
尚

ω差
大
な

る
よ
・
9
干
潮
崎
に
工
事
の
容
易
な
る
等
)
を
備
ふ
る
事
等
に
困
る
も
の
で
あ
る
、
今
其
の
段
蛍
の
事
業
費

ω比
較

を
見
る
に
、

事

業

内
O 
011111也

朝
O 
O岡鮮

内
-
鮮
ノ
割
合

品
省玉、。。

開

墾

子

拓

五
O
O

五
O 

三、

0
0

土也

日

越

換

五
O 

七
入

玉、ニ
O

瀧

統

改

善

O 
O 

五
四

五
、
四
O

放
に
経
済
上
ょ
・
9
論
中
る
も
制
鮮
の
水
田
の
縦
張
を
助
成
す
る
方
が
迄
に
利
益
で
ゐ
b
、
順
序
で
あ
・
9
、
叉
最

も
急
婚
で
あ
る
己
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

上
越
の
如
〈
朝
鮮
に
於
け
る
水
回
の
面
積
め
燐
張
費
は
内
地
に
比
し

τ諮
に
低
廉
な
る
を
以
て
、
朝
鮮
総
倍
府

は
大
正
九
年
に
朝
鮮
産
米
増
殖
計
査
な
る
も
の
を
立

t
、
先
づ
第
一
期
の
事
業
正
し
て
十
五
簡
年
間
に
四
十
二
高

七
千
五
白
町
歩
の
耕
地
面
肢
の
憐
張
及
改
良
を
行
。
、
之
正
共
に
他
方
耕
作
方
訟
の
改
善
を
抽
出
納
し
て
産
米
の
増

殖
を
計

ιん
ご
企

τた
の
で
あ
る
、
此
〈
し
て
該
事
業
は
今
日
に
至
る
迄
兎
に
も
角
に
も
議
定
の
計
査
に
依

hτ

共
の
歩
を
進
め
っ
、
あ
る
も
、
物
債
の
勝
賞
及
財
政
緊
縮
に
困
る
政
府
補
助
金
の
減
額
等
の
錦
暗
に
事
業
の
進
捗



意
の
知
〈
な
ら
F
る
を
以
て
、
移
に
今
回
該
計
主
を
立
て
直
し
て
是
非
共
産
米
増
殖
の
目
的
を
議
成
せ
ん
ご
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
吾
人
の
知
れ
る
範
囲
仁
於

τは
今
夜
の
計
識
の
内
容
は
大
要
左
の
如
き
も
の
で
あ

る。

(三)

大
正
十
五
年
以
降
十
筒
年
間
に
三
十
五
諸
問
歩
(
前
述
銑
定
計
査
の
時
四
面
積
三
十
三
島
町
歩
に
新
に
二
高
町
歩

を
加
へ
た
る
も
の
)
の
土
地
改
良
事
業
、
詳
言
せ
ば
現
在
の
水
田
中
用
水
の
不
足
せ
る
も
の
に
劃
し
て
は
漉
紙
の

設
備
を
完
成
し
、
畑
地
の
戒
も
の
は
地
目
を
襲
換
し
、
草
生
地
及
干
潟
地
は
之
を
開
銀
干
拓
L
て
新
に
水
田
を
設

り
ん
ご
す
る
事
業
を
遂
行
す
る
己
共
に
、
従
来
の
如
き
粗
放

H
乱
雑
な
る
農
業
方
法
を
改
善
し
、
殊
に
共
の
牧
穫

に
最
も
大
な
る
影
響
を
及
ば
す
所
の
肥
料
の
使
用
を
奨
州
せ
ん
正
す
る
も
の
に
し
て
、
之
が
縛
め
に
要
す
る
資
金

は、

r
r
r
r
r
fに
在
h
て
は
段
食
中
均
工
事
費
約
七
拾
五
回
(
朝
鮮
に
於
げ
る
土
地
改
良
事
業
の
段
嘗
工
事

費
は
、
開
銀
及
干
拓
M
T
均
七
拾
岡
内
外
、

地
目
制
盟
換
平
均
」
ハ
拾
囲
内
外
、
天
水
回
瀧
概
卒
均
五
拾
圏
内
外
を
以
て

足
る
が
故
に
、
著
き
物
舗
の
勝
賞
を
来
だ
さ
い
る
限
h
は
段
賞
平
均
約
七
拾
五
固
の
計
算
は
敢
て
失
賞
で
は
な

ν)

。。。

ピ
し
て
、
三
十
五
高
町
歩
に
謝
す
る
総
額
或
億
六
千
武
百
五
姶
高
園
、
之
仁
事
務
費
及
強
備
費
を
合
せ
て
総
計
傘

ぽ
宮
山
円
苛

rrp同
即
闘
を
必
要
ご
し
、
官
軍
一
昨
日
民
駅
脚
本
に
在
h
て
は
現
在
港
一
概
の
設
備
吾
何
せ
る
水
田
及
上
遁
の
計

論

叢

朝
鮮
産
米
噌
殖
計
査
と
世
歯

第
二
十
二
傘

{
第
一
統
一
四
九
)

四
ゴι



;~信

議

日
俳
産
地
情
殖
訪
尚
之
世
議
一

地
一

t
二
盗

第

腕

一五

O
)

五l

O 

査
に
依
る
三
ト
五
崎
町
歩
の
新
聞
水
川
に
測
す
る
肥
料
比
一
附
子
の
陥
入
一
銭
正
し

1
良
川
額
四
百
高
凶
十
筒
年
山
り
山
相

0

0

0

0

Q

 

矧
四
千
市
内
凶
的
低
利
資
金
を
貸
拠
せ
ん
ご
す
る
も
り
に

L
て
、
従
米
側
仙
川
的
農
民
的
肥
料
を
使
川
せ
，
さ
り
し
は
、

之
が
眺
入
資
金
を
畑
町
る
こ
ピ
困
維
に
し
て
、
北
(
り
川
通
念
日
比
聞
に
仰
円
、
時
は
月
二
三
分
の
両
川
を
要
求
せ
ら
れ
、

特
殊
銀
行
に
於
て
す
ら
向
ほ
一
中
一
例
二
三
分
の
利
子
十
日
支
捌
ふ
に
め
b
A
V
ん
ば
資
金
を
仙
入
る
、
-
』
ご
簡
は

g
h

し
引
も
礼

(ω-
版
刷
を
成
せ
る
を
以
て
、
肥
料
資
金
山
一
切
辿
維
を
い
叫
和
上
、
施
肥
を
崎
光
州
す
る
こ
ご
に
依
h
て
牧

被
り
川
加
を
計
ら
ん
正
す
る
十
l
u
H
よ
b
川
で
た
る
も
り
で
ゐ
る
切

以
上
的
他
近
附
帆
鮮
に
於

τも
h
H
作山崎

ω究
第

に
減
少
せ
ん
ご
す
る
削
向
ゐ
る
を
以
て
、

一
筒
年
一
千
戸
を
限
b
一
戸
常
水
山
一
町
歩
畑
一
一
川
歩
以
内
及
院
比
一
-

役
帝
等
的
腕
入
山
氏
正
し
工
成
千
凶

ω
低
利
資
金
を
貸
別

L
、
十
筒
年
内
仁
一
前
門
戸
の
向
作
山
崎
を
得
ん
正

L
、
之
に

要
す
る
資
金
正

L
て
年
制
威
古
島
刷
十
例
年
総
創
成
千
高
闘
を
必
要
ご
す
る
ご
-
五
ふ
一
」
ご
で
あ
一
る
。

故
に
以
上
述
べ
た
る
所
を
要
約
せ
ば
.
今
尖
内
成
米
地
姉
計
査
の
内
本
は
、
一
土
地
改
艮
山
来
、
二
鹿
半
改
良

(

(

 

由
来
、
二
自
作
農
柴
凶
事
業
的
一
二
に
分
れ
、
一
の
絡
め
に
は
め
型
一
悩
参
訂
戒
拾
五
市
内
凶
、
二
山
錫
め
に
は
四
千
持

(
 

)
 

刷
、
三

ω
治
め
に
は
戒
千
出
回
、
合
計
港
紙
六
千
点
空
百
戒
扮
五
世
両
凶
を
投
じ
て
前
掲
二
一
十
五
前
町
場
的
土
地
改
良

(
 

一
事
業
を
施
行
せ
る
新
聞
水
川
よ
り
約
四
百
八
十
政
石
、
従
来

ω水
同
に
農
#
の
改
山
此
を
施
す
こ
正
仁
依
ム
リ
て
得

ι

る
べ
き
地
牧
額
約
三
百
阿
十
両
石
、
合
せ

1
約
入
百
二
十
高
石

ω米
を
十
筒
年
後
に
増
枚
せ
ん
正
す
る
も
の
で
あ

る
、
従
じ
去
し
此
叫
計
去
に

L
て
何
等
的
支
制
作
川
一
〈
し
て
進
捗
せ
ば
、
平
均
一
石
の
倒
を
晶
君
拾
岡
正
す
る
も
式
低



四

千

六

百

諸

国

の

収

入

を

地

加

す

る

ニ

£

、

な

h

之
が
品
均
的
仁
投
じ
た
る
費
間
以
一
一
刷
年
を
山
で
中

L
て

同

牧

し
得
る
ミ
正
、
な
る

ω
E
ゐ
る
、

而
し
て
農
訓
改
良
市
サ
業
及
自
作
山
崎
柴
山
州
の
銭
的
に
貸
別
す
ペ
弓
低
利
資
金
は
之

を
別
ピ
し
、

二
十
r
礼
H
M
山
町
歩

ω土
地
改
良
市
判
来
山
潟
出
に
一
些
ず
る
資
金
会
似
怠
庁
式
拾
五
市
内
凶
凶
作
山
左
訟
に
付

き

F1
は

従
求
総
付
泊
山
山
上
地
改
良
山
引
金
に
到
し
工
支
川
[
米
ιリ

L
仙

助

金

年

狐

を

約

伯

加

LJi
之
を
絢
品
川
山
川
白

己
の
市
出
築
中
ぷ
'
り
熔
山
す
る
・
刀
法
を
品
す
る

b
、

向
は
級
制
球
似
巻
千
八
百
除
高
凶
創
も
年
制
山
中
内
式
千
品
位
行
人

品
川
政
出
川
内
川
瓦
山
ハ
リ
似
を
他
に
ぷ
め
ね
ば
な
ら
似

t
i
i
i
t
-
-
1〈
}

ー

イ

ー

ー

松
山
ゐ
に
今
日
内
場
合
に
於

τは
之

を

政

府

の

低

利

究

令

に

仰

ぐ
t
h
他
に
途
が
な
い
三
一
五
ふ
的
で
あ

L
o

川
に
、
川
明
日
制
に
於

C
U
土
地
此
品
工
事
ド
到
す
る
拙
前
川
柿
仙
企

ω
川
令
は
、
前
湖
北
一
弘
-
一
刷
、
地
H
d魁
品
開
二
割
草
分
、
向
日
揮
干
桁
一
一
削
な
る
に
、

内
池
山
山
製
助
成
訟
は
が
端
山
米
手
続
よ
り
完
成
後
例
年
に
主
る
z
宍
比
内
リ
政
資
制
に
到
し
年
六
北
白
金
制
的
制
給
を
な
す
E
M
て
、
之
監
刊
加
の

j

事
北
山
仙
助
に
比
枇
す
る
叫
は
約
問
制
と
な
る
、

M人
事
業
有
企
山
訓
子
山
制
A
H
に
付
さ

c
t、
川
町
に
於
て
は
胤
作
拓
机
市
M
M
A州
出
銀
行
山
代

H
U
、
水
利
制
告
と
雌
可
九
北
以
仙
人

O

U
識
に

u-
川
川
山
利
一
寸
を
叫
ボ
い
ー
ら
る
誌
に
、
内
地
山
勘
諜
法
行
北
山
川
脳
出
γ
ム
叩
州

r
H
U
八品
4
H

下
山
利
f
を
叫
て
刷
出
一
白
金
主
品
泊
す
る
が
以
に
、
山
引
か
る
附
川
上
り
む
ふ
る
も
M
W
鮮
は
削
る
ん
中
利
同
事
仙
尚
一
干
に
点
る
を
知
る
こ
J

が
山
端
る
、
山
川

に
午
後
一
判
併
ω
J
地
此
此
μ
ド
グ
み
を
港
行
せ
ん
と
す
る

ι日
、
川
叫
サ
叫
山
削
州
助
金
山
制
合
を
哨
加
す
る
か
、
然
ら

γ
ん
ぱ
九
品
・
一
川
と
一
五
ふ
が
如
き
山

利
山
克
人
世
を
仙
人
刊
Q

h

に
b
ら
「
し
て
、
町
民
に
低
利
山
花
企
を
同
姐
「
る
念
を
胤
〈
よ
り
他
に
筑
は
な
い
に
然
る
に
柑
叫
金
山
川
削
は
総
村
治

ι於

て
も
中
内
政
的
山
川
叫
に
於
て
も
之
を
作
る
λ

こ
止
川
知
む

ω
t
M
て
、
和
川
低
利
詩
人
間
白
川
掴
を
此
府
に
求
も
る
よ
り
山
は
な
い
よ
」
五
山
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
制
鮮
産
水
増
地
計
査
の
要
因
円
で
あ
る
が
、

立
(
川
り
叶
故
に
は
凡

τ算
出

の

根

爆

を

明

hr
に
せ
ん
が
嶋
崎
め

論

;;~主

州日酔
4
阿
4

品川引揃
A
J
U
I
C
恥札前

必
一
十
二
岱

(
第
一
一
拙

l[ 

) 

五



論

叢

朝
鮮
産
米
柑
殖
計
査
と
世
論

第
二
十
二
巻

(
第
一
一
世
一
五
二
)

亙

に
、
可
な
り
詳
密
な
る
統
計
的
の
調
査
が
添
へ
て
ゐ
る
、
計
数
を
基
礎
正
し

τ婚
家
を
珠
洲
せ
ん
ご
す
る
統
計
の

教
の
取
扱
方
ご
し
て
は
大
砲
に
於

τ首
肯
し
得
る
も
の
、
ょ
う
で
あ
っ
て
、

一
部
の
世
論
り
如
く
に
該
計
査
が
決

Lτ
架
空
的
の
基
礎
の
上
に
立
て
る
も
の
で
な
い
ピ
云
ふ
事
だ
り
は
保
諮

L
得
る
。

(四)

然
る
に
以
上
の
計
査
に
封

Lτ
従
来
公
に
せ
ら
れ
た
る
世
論
の
一
部
を
窺
ふ
正
、
内
地
の
山
崎
氏
及
農
民
を
背
対

ご
せ
る
剛
健
又
は
政
給
者
間
仁
は
、
「
比
較
的
低
廉
に

L
て
然
か
も
共
の
品
質

ω
住
良
な
る
朝
鮮
米
の
増
殖
計
査

は
、
内
地
米
の
増
益
柴
刷
に
封
す
る
一
大
脅
威
で
あ
h
、
従
て
内
地
の
農
業
者
に
制
到
す
る
麟
迫
で
あ
る
」
己
の
理

向
を
以

τ反
謝
す
る
者
が
ゐ
る
が
、
併
L
現
在
に
於
て
す
ら
阪
に
毎
年
治
山
首
米
の
不
足
を
告
げ
、
近
年
外
米
的
総

入
の
み
に
て
も
少
き
時
に
於

τ
一
百
六
十
高
石
(
大
正
十
年
)
、
多
当
時
は
三
百
高
石
以
上
(
大
正
十
三
年
)
に
上
っ

て
居
る
ご
云
ふ
有
様
で
ゐ
る
、
加
ふ
る
に
我
が
闘
の
人
口
は
内
地
朝
鮮
共
に
年
々
増
加
の
傾
向
ゐ
る
が
放
に
、

A
1

後
十
筒
年
を
期
し

τ約
八
百
二
十
高
石

ω米
の
増
牧
計
査
は
、
何
等
内
地
の
農
業
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
、
外

米
の
総
入
の
潟
め
に
現
に
我
が
闘
は
年
々
二
三
千
高
岡
乃
至
六
七
千
高
田
の

E
額
の
支
挑
ひ
を
柏
崎
さ
ね
ば
な
ら
泊

獄
強
に
在
る
二
ご
を
思
ふ
時
は
、
反
射
割
論
者
の
読
の
如
き
は
殆
ど
一
一
閣
の
値
だ
も
な
い
。

衣
じ
『
産
氷
増
殖
計
査
は
可
な
b

E
す
る
も
、
該
計
輩
中
の
主
要
な
る
事
業
た
る
土
地
改
良
事
業
に
要
す
る
袋

大正「悶年鑑賞首挫輸局列『米=刷スル髄梼副査.n--七百且下盛岡。
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用
の
二
割
乃
至
三
制

ω補
助
金
の
下
附
を
以
「
し
し
て
は
、
時
甥
h
七
制
乃
至
入
制
の
山
首
用
を
支
出
L
得
ぺ
き
伶
力
ゐ

る
農
民
は
朝
鮮
に
は
殆
ど
之
を
見
出
し
得
な
い
、
放
に
結
局
該
計
査
は
賀
行
不
可
能
に
終
る
で
あ
ら
う
」
己
の
反

封
説
あ
る
も
、
土
地
改
良
一
品
業
に
帆
到
す
る
補
助
金
は
水
利
組
合
の
事
業
た
る
ご
一
個
人
の
事
業
た
る
ご
を
問
は

一
様
に
之
を
交
付
す
る
守
』
正
、
な
っ
て
居
る
が
、
現
に
大
正
十
四
年
度
に
於
て
も
水
利
組
合
支

ω他
の
閥
髄

すもよ
ム
リ
間
百
数
扮
高
凶

ω補
助
の
要
求
ゐ

b
し
も
、
総
省
府
の
珠
算
は
丞
古
参
拾
市
阿
国
に
過
ぎ

g
る
を
以
工
、
組
合

又
は
凶
健
的
的
要
求
に
す
ら
全
部
之
に
賂
じ
切
れ
い
な
い
さ
云
ふ
紋
服
で
ゐ
る
、
加
之
、
論
者
中
に
は
補
助
金
の
交

付
僅
に
二
例
乃
至
三
割
を
以

τし
て
は
、
残
h
J
七
削
乃
肩
上
↑
入
制
の
資
金
の
融
泌
を
何
臨
に
求
h
u

る
や
、
朝
鮮
の
金

融
機
附

ω中
掘
を
成
せ
る
朝
鮮
銀
行
・
東
洋
拓
殖
曾
一
耐
等

ω現
放
を
以

τは
、
新
か
る
資
金
の
融
泌
を
潟
す
こ
正

は
困
難
な
る
べ
き
が
放
に
、
結
局
は
強
算
に
計
上
せ
る
ニ
制
乃
至
三
割

ω補
則
金
を
無
意
味
に
地
主
に
分
配
す
る

に
終
る
で
ゐ
ら
う
ピ
云
ふ
が
如
き
議
論
を
鋳
す
者
め
る
も
、
是
等
は
今
次
の
計
査
の
内
容
を
充
分
仁
吟
味
せ
十
し

て
唯
徒
に
議
論
を
五
ば
ん
ピ
可
る
所
よ
b
、
此

ω如
き
謬
論
に
陥
っ
た
も
の
で
め
ら
う
ご
思
は
る
、
、
縛
督
府
の

計
査
に
依

μ
ば
前
掲
三
十
五
議
町
歩
の
土
地
改
良
事
業
費
は
純
工
事
費
段
賞
一
中
均
約
七
十
五
回
ご
し
て
或
億
六
千

武
百
五
拾
川
崎
園
、
之
に
事
務
費
E
A
強
備
費
四
千

O
七
拾
九
高
闘
を
令
せ
て
総
計
晶
君
億
参
百
武
扮
五
高
闘
を
要
す
る

罪
で
あ
る
が
、
従
来
線
智
府

ω
土
地
改
良
事
業
に
謝
す
る
補
助
率
は
内
地
の
郁
朗
卒
に
比
較
す
る
時
は
頗
る
低
き

、

一
般
金
刺
は
内
地
よ
h
も
却
て
高
き
奴
態
に
在
る
を
以

τ、
補
助
の
率
を
増
加
す
る
か
低
利
の
資
金
を
供
給

叢

割
鮮
能
米
靖
磁
計
量
tc
世
論

(
第
一
説

前

第
二
十
二
巻

一
五
三
)

五



於
℃
も
之
を
許
さ
V

る
事
情
あ
る
生
以

τ、
ル
記
改
良
市
計
業
品
目
純
計
品
昌
信
晶
君
灯
式
扮
五
作
品
凶
中
よ
h

E
n
h
M
b
M
L
L

、

h
n
n
H
H
r
-
-
/
 

諭

議

朝
鮮
虎
車
川
捕
叶
査
と
世
諭

第
二
寸
二
容

(
第
一
扱

一
五
凹
)

翌五

回

す
る
が
説
れ
が
り
か
訟
に
依
る
に
ゐ
ら
す
ん
ば
土
地
改
良
出
来
を
進
捗
せ
[
む
る
こ
と
を
得
な
い
、

然
る
に
怖
助

の
ト
キ
を
内
地
正
川
町
は
川
一

ω叫
何
度

γ

し
ι附
加
す
る
も
三
乙
は

哨
細
付
昨
刷

ω磯
村
持
じ
於
一
ー
は
附
よ
り
中
央
政
府

ω財
似
ド

千
五
日
七
必
凶
(
十
年
計
止
に
依
り
℃
本
事
業
合
引
H
行
ゼ
ん
正
せ
ば
現
作
山
補
助
が
に
て
も
年
制
約
六
ぃ
川
五
治
両

回
世
婆
[

大
正

l
問
年
度
内
補
助
金
践
的
持
金
百
愈
伶
泌
凶
に
比
較
す
る
附
は
約
傘
訂
成
仏
相
応
凶
を
附
加
『
る

も
、
こ
は
総
什
府
り
山
出
竹
井
小
よ
り
捻
山
甘
ん
ピ
d

る
も

ω
、
如
〈
で
め
る
か
ら
、

川
叩
肌
令
総
側
企
此

ω如
〈
に
討

算
-w

る
)

を
住
除
せ
る
川
崎
納
式
俗
参
千
八

-h扮
人
出
凶
'T
政
府

ω低
利
資
金
に
仰
が
ル
己
す
る
も
凶
に
[
て
、
論

者山
W

所
副
磯
b
七
制
ル
一
手
入
制
は
此

ω低
利
資
金
よ
h
融
泌
せ
ん
ご
す
る
計
主
で
あ
る
、

放
に
政
的
に
於
て
此
的

放
も
喫
出
品
り
副
業
の
本
一
白
金
能
〈
川
崎
川

L

向
雌
を
胡
し
て
年
同
制
ヘ
キ
均
成

T
山
型
汀
八
始
以
凶
伶
的
低
利
4
H
令
一
融
辿

の
途
4T山
聞
か
ば
此

ω計
出
は
完
全
に
成
立
し
川
町
ゐ

ω一
℃
ゐ
る
、

放
に
斯
か
る
低
利
資
金
を
政
府
仁
於
て
帥
油
l
得

る
伶
力
ゐ

h
や
一
白
や

ω議
論
な
ら
ば
別
問
題

t
あ
る
が
、
品
川
助
令
以
外
的
叫
投
与
七
川
乃
至
八
削
の
資
金
h
z
、
恰
も

地
十
一
又
は
刊
鮮
銀
行
村
〈
は
来
作
拓
殖
印
刷
等

ω
獅
自

ω融
油
力
に
依
ら
!
む
る
も

ω
、
知
〈
に
考
へ

τ反
判
説

を
附
ふ
る
-
て
己
は
、

少
〈
乙
も
此

ω計
査
に
封

f
る
充
分
な
る
知
誠
を
布
せ
心
し
て
料
卒
に
泌
を
が
す
る
も
の
む

あ
る
乙

ω非
難
JV-
見
品
、
こ
ど
を
得
な
い
γ
o

更
に
又
反
帆
割
論
者
中
に
は
「
制
鮮
に
於
て
は
陥
戒
の
水
川
を
購
入
す
る
方
、
土
地
改
良
事
業
に
資
本
を
投
す
る



よ
り
遁
仁
有
利
な
る
場
合
が
多
い

品
川
に
日
制
り
民
間
ゆ
資
本
が
十
筒
年
に
一
日
一

h
τ
土
地
改
良
一
帯
来
に
投
合
ら
る

、
が
如
き
こ
ご
は
殆
ど
仰
山
町
し
得
な
い
、

外
に
内
地
の
資
本
家
が
判
鮮
り
土
地
改
良
市
業
に
資
本
を
投
甘
ん
J

」せ

ば
先
7

以
て
北
(
り
土
地
を
山
口
牧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

土
地
改
良
事
業
に
は
の
〈
ど
も
総
術
或
位
五
千
両
闘
乃
至
春
日
出

凶

ω民
閉
め
資
本
を
要
す
る
も
、
我
が
闘
の
経
済
力
じ
て
は
釧
成
期
か
る
徐
被
は
な
い
」
ピ
の
理
山
を
以
て
反
封

す
る
者
ゐ
る
¥
是
亦
前

ω反
割
論
ご
同
じ
〈
A
7
・
次
の
計
去
に
る
土
地
改
良
市
申
業

ω内
容
を
柿
査
せ
ず

L
て
立
論

サ
る
も
り
で
ゐ
る
ピ
詳
せ
さ
る
eT
得
な
い
、
土
地
改
良
部
業
仁
司
加
古
f
る
資
本
以
前
雄
一
り
如
〈
北
(
の
一
一
制
乃
歪
三
制

は
怖
助
金
に
依
b
、
叫
畑
一
一
り
七
訓
乃
歪
八
削
は
政
府

4
Lり
低
利
資
令
的
制
泌
を
受
く
る
司
ν

さ
に
依
h
τ
、
十
筒
年
間

に
之
を
完
成
U
L
め
ん
ざ
す
る
ら
の
で
ゐ
っ
て
、
唯
北
(
の
二
例
乃
重
三
削

ω補
助
金
の
み
を
山
内
へ
残
'
り
は
自
ら
融

印池

1
ぺ
L
正
一
五
ふ
の
で
は
な
い
ι
、
結
局
何
日
か
は
緋
臨
仰
せ

F
る
ぺ
か
ら
十
ご
す
る
も
、
現
在
工
事
に
必
要
な
る
資

金
以
低
利
を
以
て
政
府
よ
り
融
通
せ
ん
ご
す
る
も

ωな
る
が
放
に
、
現
に
自
己
の
資
財
全
投
じ
て
飢
成
の
水
田
を

相

府

同

ω倒
防
怖
を
以
て
購
入
す
る
ピ
、
品
川
ど
無
償
又
は
無
償
に
近
告
貸
付
料
に
て
未
聞
刊
誌
地
を
例
入
れ
(
明
治
四
十
年

品H
t
明
大
正
三
年
一
部
改
正
川
町
「
閥
石
未
墾
地
利
刑
法
」
に
依
り
、
未
却
型
地
卸
h
改
良
工
一
事
を
施
さ
ん
ご
す
る
上
地
の

貸
付
を
受
け
ん
ご
す
る
者
は
・
商
政
十
町
歩
を
越
ゆ
る
も
の
は
地
借
・
ト
町
歩
以
下
の
も
り
は
地
右
長
官
の
前
一
川

a

を
受
〈
る
川
は
、
貸
付
期
限
成
長
十
昨
年
に
℃
、
一
公
共
の
利
徒
ご
な
る
べ

3
事
業
又
は
農
民
若
〈
は
漁
民
の
宅
地

に
供
す
る
も
り
は
事
業
成
功
後
附
拠
せ
ら
れ
、
開
削
詑
・
牧
市
・
植
山
間
等
の
事
業
に
供
す
る
も
の
は
特
別

ω
一
帯
山
あ
る

副市

議

開
鮮
産
米
相
拙
叫
川
市
と
世
論

R 

刈J

ト

畠

~ 
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論

議

朝
鮮
底
米
指
摘
計
量
と
世
議

第
二
十
二
巻

市
銀
一
娘
一
五
六
}

一
豆
大

場
合
の
他
は
附
拠
、
英
の
他
の
利
川
町
も
漁
場
・
捕
川
等
に
用
ゆ
る
場
合
に
は
抑
下
げ
を
受
く
る
も
の
己

L
、
北
(
の

貸
付
料
は
一
町
歩
年
額
五
拾
鋭
特
別

ω事
山
ゐ
る
場
合
に
は
之
す
ら
減
免
せ
ら
る
、
こ
ど
、
な
っ
て
居
る
)
、
之
仁

政
府
の
補
助
金
及
低
利
資
金
の
融
通
を
受
け
て
改
良
工
事
を
施
し
、
斯
く
し
て
熟
旧
己
な
す
と
、
説
れ
が
布
利
な

る
ぺ
き
か
は
殆
ド
ζ

議
論
の
倫
地
な
き
枝
明
白
な
る
事
例
で
ゐ
る
、
又
飢
装
地
に
あ

b
て
も
改
良
工
事
を
必
要
ご
す

る
が
如
、
吉
描
冊
減

ω便
無
き
土
地
は
極
め
て
低
廉
仁
し
て
、

到
底
飢
成
水
闘
の
償
絡
の
比
で
は
な
レ
、
放
に
此

ω如

き
土
地
を
所
有
せ
る
者
は
抽
出
ム
ペ
〈
ん
ば
政
府

ω一
補
助
金
H
A
低
利
資
金
の
触
泌
を
受
け
、

之
に
改
良
工
事
を
施
L

て
良
田
正
な
さ
ん
こ

Z
を
希
ふ
べ
〈
‘
ヌ
然
ら
ぎ
る
者
、
己
離
も
相
常
の
倒
格
を
支
挑
ひ

τ飢
成
水
川
を
民
政
ず
る

よ
b
は
、
極
め

τ低
廉
に
斯
か
る
土
地
を
購
入
し
補
助
金
M
A
低
利
資
金
に
依
b
之
に
改
良
を
加
へ
て
良
国
正
な
す

こ
Z
の
有
利
な
る
方
法
全
探
h
u

で
あ
ら
ラ
、
十
年
計
査
に
依
る
今
次
の
土
地
改
良
事
業
の
内
容
を
此
の
如
〈
に
理

解
す
る
吾
人
じ
は
、
反
制
割
論
者
は
何
を
主
張
し
何
に
反
封
せ
ん
正
す
る
か
、
全
然
見
常
違
ひ
の
議
論
を
な
し
て
居

る
よ
う
に
思
は
る
、
、
恐
ら
〈
論
者
は
朝
鮮
に
岡
山
仰
未
型
地
利
用
法
の
如
き
規
定
の
存
す
る
こ
で
を
知
ら
す
、
叉

今
次
の
土
地
改
良
事
業
の
内
容
を
も
精
査
せ
守
し
て
議
論
を
な
き
ん
ご
す
る
よ
b
、
此
の
如
き
謬
論
に
陥
れ
る
も

の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

次
に
土
地
改
良
事
業
以
外
に
農
事
改
良
事
業
に
依
・
り
て
産
米
を
増
加
せ

L
め
ん
ど
す
る
計
査
に
闘

L
て
も
、
論

者
中
に
は
「
我
が
園
の
耕
作
の
改
良
が
明
治
の
初
年
よ
り
漸
法
的
に
殺
迭
し
来
り
し
如
〈
に
、
此
の
如
き
計
董
は



徐
々
に
貸
付
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
十
年
計
査
を
以

τ約
三
百
四
十
高
石
の
府
吹
営
計
ら
ん
記
す
る
が
如
己
は
、

時
脚
巴
り
に
急
速
な
る
計
査
で
ゐ
る
』
ご
評
す
る
者
ゐ
る
も
、
此
の
貼
に
就
き
て
も
吾
人
は
又
論
者
己
全
然
其
の
見
を
異

仁

L
τ
居
る
、

我
が
闘

ω耕
作
の
改
目
艮
は
敢

τ明
治

ω初
年
よ
b
行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
v
、
農
本
国
た
る
喧
』
ご

を
標
勝
せ
る
我
が
闘
仁
て
は
、
農
事
の
改
良
は
或
意
味
に
於
て
は
古
へ
よ
り
絶
え
十
行
は
れ
つ
、
あ
り
ご
縛
し
て

も
可
ぃ
、
併
し
今
次
の
制
鮮
の
土
地
改
良
及
農
一
品
改
良
事
業
に
匹
敵
す
べ
き
大
改
良
は
、
我
が
闘
仁
て
は
耕
地
整

理
事
業
に
着
手
L
た
る
附
を
以
て
恰
も
之
に
相
賞
す
る
己
云
ひ
得
る
‘
川
市

L
て
然
b
ご
せ
ば
此
の
如
き
意
味
じ
於

け
る
農
事
の
改
良
は
、
闘
内
に
於
て
も
決
し

τ古
い
こ
ご
で
は
な
い
、
而
し
て
阪
に
相
嘗
の
設
迭
を
遂
げ
つ
、
ぁ

h
し
内
地

ω農
業
が
、
過
去
十
七
入
年
間
に
辿
b
京
市
り
し
進
歩
の
跡
ι
官
、
其
の
後
退
の
未
に
幼
稚
な
る
換
言
せ
ば

改
良
進
歩
を
計
b
得
る
除
地
の
極
め
て
大
な
る
朝
鮮
に
於

t
、
今
後
十
筒
年
間
仁
質
現
せ
し
め
ん
吉
す
る
計
査

は
、
車
も
急
速
な
る
企
て
ご
稗
す
る
を
得
な
に
況
ん
や
農
事
の
改
良
じ
依
・
り
て
十
筒
年
附
仁
三
百
四
十
両
石
の

米
の
増
収
を
計
ら
ん
正
す
る
が
如
き
は
、
水
陸
型
胞
の
ロ
問
視
切
改
良
及
施
肥
殊
に
金
肥
使
用
の
挽
仙
仰
の
俄
一
地
甚
に

大
な
る
朝
鮮
の
農
業
に
於
て
は
決
し
て
異
ご
す
る
に
足
ら
ぬ
。

以
上
の
他
或
は
右
の
計
査
に
謝

Lτ

「
其
の
事
業
の
進
行
中
農
民
の
生
活
を
保
障
す
ぺ
き
費
用
を
計
上
せ
ざ
る

事
も
亦
一
の
快
貼
な
り
」

t
な
す
者
ゐ
る
も
、
前
掲
土
地
改
良
事
業
の
目
的
ご
す
る
所
は
、
現
仁
比
較
的
慣
値
の

小
な
る
土
地
を
所
布
L
又
は
利
用
し
っ
、
あ
る
者
及
進
ん
で
之
が
利
用
の
塗
を
講
守
ん
ご
す
る
者
を
輯
出
納
し
て
、

臨

議

朝
鮮
産
米
帯
磁
計
輩
と
世
論

第
二
十
二
砦

(
第
一
脇
一
五
七
)

五
七

朝鮮総骨府刊『胡鮮の米』七頁以下参問。



五両

是正

朗
幹
白
米
相
融
計
北
川
と
世
論

弟
一

'r
工
格

(
川
中
-
地
肌

五
八
)

-一
l

、
-ヨメ

改
良
事
業
合
完
成
せ

L
め
ん
ご
す
る
仁
作
し
、
生
活

ω侭
怖
を
山
間
ヘ
J

し
新
仁
農
民
的
移
住
を
挺
州
(
τ

北
(
内
事
業

を
成
就
セ

L
め
ん
こ
ど
を
主
眼
ご
す
る
も
の
で
は
な
レ
、
叉
農
哨
改
良
部
業
に
於
℃
も
、
現
仁
米
H
U
に
従
事

L
つ

、
め
る
者
計
〈
は
土
地
改
良
品
業

ω完
成
校
之
に
従
訓
せ
ん
ど
す
る
者
に
到
!
一

τ、
金
肥
・
紘
肥
・
利
子
等
山
賊
入

資
金
を
供
給
せ
ん
こ
己
を

H
的
正
な
す
が
故
仁
、
新
仁
農
民
を
移
[
一
1
拓
地
問
削
昨
日
山
業
に
昨
ら
!
む
る
場
介
山
炭

民
的
生
活
公
保
作
山
問
題
ご
同
一
一
叫
せ
ん
ピ
す
る
は
、
松
本
に
於

τ説
h
で
ゐ
る
υ

(五)

此
凶
如
〈
に
削
剛
山
梨
[
来
る
時
は

鮮
氷
川
明
日
刑
計
去
に
謝
す
る
悦
の
反
割
論
的
多
〈
は
、

該
計
宜
的
内
科
を
柿
倉

せ
主
る
科
卒
な
る
諭
叫
酬
に
非
す

A
ば、

川判制川

ω到
仙
に
仰
す
る
純
め
て
不
完
全
な
る
知
叫
に
立
脚
せ
る
議
論
に
地

ザ
コ
心
、

従
J
L
斯
か
る
謬
諭
安
訟
は
此
Lι

刑
制
よ
る
以
外
仁
何
詩
的
側
仙
ゐ
る
も
り
ど
は
な
レ
、

唯

μ割
論
者
山
・
じ
は

以
上

ω
論
納
-
乙
異
な
り
、

我
が
凶
山
り
山
政
的
現
収
に
於
て
は
純
米
地
um計
責

ω一
対
め
に
山
容
似
布
仙
川
山
rH
資
企
投
す

る

ω除
椛
江
[
ご

ω諭
掠
よ
り
之
に
反
劃
す
る
者
が
め
る
、

此
の
一
況
は
他

ω
反
割
論
者
的
論
様
、
」
一
英
な
b

l臨
)i; 

も
ご
考
へ
ら
る
べ
き
却
山
が
ゐ
る
、

併
[
向
は
酬
削
工

Mm民
地
飢
引

ω岐
本
料
利
に
洲
h
て
考
ふ
る
川
は
、

怖
民
地

t
L
i
-
-
i
}
l
一
!
;
.

ド
耳
仁
ド
旧
世
仏
紙

t
M川
町
心
士
山
刷
足
せ
[
め
ん
が
錦
的
に
山
川
小
仰
せ
ら
れ
た
る
装
飾
物
で
も
な
〈
、

又
吋
日
間
々
防
的

前
術
一
線
に
利
川
せ
ん
が
斜
め
に
制
御
せ
ら
れ
た
る
地
方
で
も
な
い
、
H
A
民
族
の
外
交
的
・
年
哨
的
お
く
は
政
治
的

ω



希
川
I
e
C
光
た
き
ん
が
錦
め
に
、
他
民
族

ω4刷
利
ey
犠
牲
に
供
せ
し
む
る
が
如
き
こ
ピ
は
、
品
w凶
主
義
的
側
土
繍
脹

州出

ω会
批

νι
桶
め
た
る
過
去
り
附
代
に
於
て
は
H
瓦
誌
せ
ら
れ
た
る
一
州
な
る
も

日
近
怖
の
進
歩

L
た
る
母
同
州
民
地

的
判
一
丸
一
半
〈
弛
4
J
J
事
山
理
組
に
郎
ら
[
て
之
十
批
判
す
る
川
は

此

ω
如
さ
政
泌
は
全
然
一
謀
れ
る
も
ん
円
で
あ
る
三
三

主
は
よ

uιnu
、

t
i
l
J

包

植
民
地
的
似
一
仰
じ
杭
民
地
自
身
山
潟
め
じ
も
亦
吋
剛
山
治
的
仁
も
飢
有
前
よ
b
も
諮
に
4
4
耐
日

つ
利
往
ど
め
る
場
合
一
し
初
め
て
是
認
世
ら
る
べ
き
正
賞
山
一
理
山
を
引
す
品
、

放
に
今
伎
の
川
氏
凶
は
杭
民
地
の
有

川
市
な
る
市
中
浜
に
共
的
資
企
投
じ
℃
梢
民
地
住
民

ω
布
形
的

ω一
耐
利
を
計
ゐ
ピ
共
仁
、

叉
北

(ω
川
県
形
の
刷
利
仰
ち
粉

紳
的

ω
附
加
安
ん
込
山
内
へ
侍
る
資
拡
仰
を
有
す
る
ポ
仁

L
Jし
、
初
め
て
異
に
納
氏
側
た
る
名
器
ピ
地
位
ピ
を
保
有
l
得
る

己
一
百
ふ
一
て
よ
が
出
来
る

此

ω如
き

M
M民
地
似
引
の
根
本
義
よ
り
せ
ば

制
仙
畔
・
民
米
増
砧
刑
計
4
A
H
ω

如
き
は
泊
仁
機

宜
に
一
地
ゼ
ゐ
施
設
工
あ
る
ご
抑
制
[
て
可
ぃ
、
例

E

乙
な
れ
ば
之
な
判
俳
自
身

ω斜
め
己
一
五
ふ
知
よ
・
0
巧
ム
る
も
、
明

鮮
の
全
人
口
三
千
七
一
白
人
十
倫
鳥
人
)
凶
約
八
則
二
一
分
は
農
民
な
る
も

約四等

ω
枇
入
は
判
明
庇
に
於
て
は
極
的
T

保
少
に
し
工
、

仁
、
、
ノ
七
百
い
人
選
ま

K
H
E内
二
も
恥
山
内
μ
内
こ
も
品
開
ど
恵
ま
れ

Z
山山ら山刷、

1
J
G
f
-
f
i
u
A凸
M
A
L
-
イ
A
1
司
y
，
r
t
l
f
a
-
-
J
v
I
l
tタ

然
ぃ
ー
も
仰
は
人
口
は
年
々

f
H
J
1
4
〉

，

H
咋
F

』

μ
似
Fh
，d

l

従
JL
米
り
消
技
量

ω如
ヨ
も
成
正
共
に
附
加
し
っ
、
ゐ
a

ベ
故
に
A
1
じ
於
L
産
米
地
umω
根

本
的
計

4
L

叫
ん
む
樹
つ
る
に
ゐ
ら
A
V
ん
ば
・
久
ー
か
ら
十

L
τ
鮮
民
向
ら
の
食
料
仁
3

へ
支
昨
を
生
す
る
こ
ピ
、
な

る
、
而
し
イ
1

川
明
鮮

ω如
、
さ
農
業
服
組

ω幼
雅
な
る
所
じ
於

τは
、
新
な
る
農
作
物
を
挺
州
L
，L
之
に
依
り
て
農
家

の
般
入
を
別
加
せ

L
め
ん
ど
す
る
よ
ふ
り
は
・
従
来
十
一

¥7し
て
力
を
川
ひ
古
本
内
{
米
作
を
一
一
府
改
良
抽
出
附
す
る
こ
己

一
貫
九
)

五
ブL

耳E

判
卸
産
米
州
融
計
弘
正
位
前

第
二
十
ニ
佐

(
停
一
杭

論



論

載

朝
鮮
産
米
楢
殖
計
斑
と
世
歯

第
二
十
二
巻

(
拍
車
一
揖
一
六
O
)

J、
O 

に
よ

h
τ
、
其
の
牧
入
の
増
加
を
計
る
ニ
ご
を
鏡
も
安
全
且
有
利
正
す
る

(
其
の
理
由
は
飯
に
通
ぺ
た
る
如
〈
、

朝
鮮
に
は
米
作
池
地
的
多
吉
事
、
耕
地
の
改
良
債
張
の
品
川
地
甚
に
大
な
る
事
、
従
て
土
地
及
農
輔
の
改
良
に
依

h

て
産
米
を
増
加
し
得
ぺ
吉
見
込
ゆ
大
な
る
劫
.
之
が
縛
め
に
要
す
る
費
用
の
比
較
的
僅
少
な
る
一
品
等
に
徴
す
る
も

明
か
で
あ
る
)
加
之
、
此
の
如
き
計
査
に
依
h
J
τ

直
接
間
接
に
鮮
民
の
牧
入
を
増
加
せ
し
め
、
北
(
の
生
活
に
徐
裕

を
生
悲
し
む
る
時
は
、
自
ら
思
想
的
悪
化
を
珠
防
す
る
-
』

F
e待
・
所
調
彼
等
の
無
形
の
一
刷
利
を
も
精
進
せ

L
む

る
こ
ピ
を
得
る
の
で
あ
る
、
彼

ω不
法
一
鮮
大
の
名
を
以
て
呼
ば
る
、
岩
の
多
く
も
、
之
に
生
活
の
安
定
吉
保
障
正

を
奥
へ
ば
善
良
の
民
た
ら
し
む
る
こ
ご
は
救
て
閑
銚
で
な
い
v

。

而
し
て
鱗
て
之
を
母
岡
た
る
我
が
凶
の
事
情
よ
り
考
ふ
る
も
・
産
米
増
殖
計
査
の
如
き
は
内
地
に
於
て
行
は
る

、
正
植
民
地
に
於
て
行
は
品
、
子
宮
間
は
令
、
岡
氏
の
食
料
問
題
の
解
決
に
は
寸
附
も
忽
せ
に
す
べ
か
ら

F
る
所

の
も
の
で
あ
る
が
、
該
計
査
の
寅
行
の
難
易
換
言
せ
ば
耕
地
面
積
の
備
張
及
改
良

ω品
川
地
ゆ
大
小
、
耕
作
方
法
の

改
善
に
依
る
産
米
増
加
の
抱
込
の
多
少
、
川
却
に
此
の
如
一
主
計
査
の
賀
行
仁
要
す
る
費
型
守
を
比
較
す
る
時
は
、
寸

阪
に
集
約
的
耕
作
の
限
界
に
逮
せ
ん
ど
し
っ
、
あ
る
内
地
の
農
業
古
未
だ
粗
朱
的
耕
作
の
範
閣
を
股
す
る
に
至
ら

y
る
朝
鮮
の
農
業
、
に
土
地
の
償
栴
及
労
働
賃
金
の
不
廉
な
る
内
地
ご
雨
者
共
に
低
廉
な
る
制
鮮
、
の
二
大
事
貨

を
皐
「
る
も
、
内
地
に
於
り
る
よ
b
は
朝
鮮
に
於
て
之
を
賀
行
す
る
の
遥
に
有
利
な
る
事
情
の
存
す
る
事
を
知
る

ニ
古
が
出
来
る
、
放
に
朝
鮮
の
産
米
増
殖
の
計
叢
は
此
の
貼
よ
h
L
て
叉
母
国
の
緬
利
の
増
進
じ
大
な
る
助
り
を



奥
へ
る
も
の
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
品
仰
の
対
〈
に
し
て
初
め

τ植
民
地
領
有
の
英
目
的
た
る
相
互
享
盆
の

理
想
を
賞
現
し
得
ベ
ヨ
を
以
て
、
吾
人
は
政
府
常
局
が
高
難
を
排
L
て
此
の
計
査
の
遂
行
に
一
大
努
力
を
捧
げ
ん

こ
正
を
希
望
し
て
止
ま
品
、
植
民
地
£
言
へ
ば
直
も
に
帝
岡
主
義
を
獅
想
せ
ん
ご
す
る
が
如
き
極
め
て
幼
稚
な
る

我
が
言
論
界
が
、
過
去
の
迷
夢
た
る
常
図
主
義
的
側
土
様
相
恨
策
以
外
じ
、
人
類
愛
に
立
脚
せ
る
新
植
民
地
領
有
策

の
何
た
る
か
を
知
ら

F
る
は
敢
て
怪
む
に
足
ら
グ
る
も
・
産
米
増
殖
計
査
の
如
き
所
請
新
柿
民
地
領
有
策
の
目
的

を
達
成
せ
ん
ご
す
る
極
め
て
軍
大
な
る
問
題
に
謝
し
で
も
、
彼
等
の
体
統
的
の
謀
れ
る
謝
楠
民
地
肌
よ
り
・
往
々

世
を
泊
ま
る
が
如
き
一
一
一
員
訟
を
E
汗
す
る
に
主
る
こ
ど
は
法
城
正
言
は
ゲ
る
を
得
な
い
o

曲
枯
れ
リ
に
克
仁
本
問
題
を
攻
究
せ
ん
ご
す
る
士
の
一
助
正
も
な
ら
ん
か
ご
思
ひ
.
本
論
の
起
稿
に
際
し
て
出
荷
考
に

供

L
た
る
資
料
の
主
な
る
も
の
を
左
に
掲
げ
て
置
f
o

ト
側
鮮
総
背
府
、
開
帥
庄
堆
噌
拙
計
輩
誕
綱
、

d}
は

t
二
時
酬
は
公
刊
拘
に
非

f
る
走
以
て
一
般
に
は
人
手
し
得
な
い
か
も
知
れ
自

に
同
上
、
帝
凶
企
組
問
題
ト
朝
鮮
度
来
靖
疏
ノ

ι班、』

信
同
上
、
大
正
十
四
年
制
鮮
製
覚
、

)
 

仰
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